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つ な ん じ か ん

大根つぐら

先日、秋山郷の結東へ出かけた時のこと、
車庫でとても大きな「つぐら」を作っていました。
何を入れらんですか？と聞けば、
おまえさんそっけなんも知らねっけかのー。と驚かれ。
�これは冬食べる大根を入れておく「大根つぐら」
津南に生まれて 30年経ちますが、見たのははじめてです。

秋は紅葉の季節。ですが、津南の人にとっては、
冬支度が始まる季節です。
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８年ぶりに
町のホームページが
変わりました

より便利に・より使いやすく・より充実



特　集 町のホームページが変わりました

5 広報 平成26年11月号

ポイント❶
より使いやすくなりました！
■スマートフォンに対応しました

■広報紙の音声訳がお聞きいただけます

■一目で分かるアイコン

　昨今の携帯電話事情を考え、スマートフォンでの閲覧に

も対応しました。文字の大きさなどにも配慮し、ストレス

無く利用できます。ホームページはパソコンで見るものと

いう時代は終わったのかもしれませんね。

　４月から始まった広報紙の音声訳をホームページ上で聞

くことができるようになりました。

文字を読むのが難しいかたや、手にとって読む時間が取れ

ないかたなどにおすすめです。広報つなんを、音読で録音

し、mp3 形式にて配信しています。�このデータは、「津

南音声訳の会」さんと委託契約を行い、音訳録音したデー

タを使用しています。�

　以前のホームページでも好評だったアイコンによる表示

をさらに進化させ、必要な情報をより素早く探し出せるよ

うになりました。

スマートフォンでの表示イメージ

具体的な項目から探し出せます人生の節目、ライフイベントから探し出せます



広報 6平成26年11月号

ポイント❷
より充実させました！
■防災情報の充実

G
グ ー グ ル

oogle A
ア ド セ ン ス

dsense をご存知ですか ?

Google Adsense 広告表示場所

■観光のページを独立

　非常時の備えとして、電気や水道、電

話といったライフラインの情報について

や、エリアメール、防災メールなどの受

信方法について掲載したお役立ちリンク

を「防災情報」として掲載しています。

※ 大 規 模 災 害 時 に は こ の ペ ー ジ が Top

ページとして切り替わります。

　ホームページにグーグル社が提供する広告表示

機能を設けました。この機能は、現在多くの自治

体で取り入れられています。

　町には直接関係ありませんが、広告を閲覧した

場合にいくらか町に手数料が入る仕組みです。

　クリックするだけで、町の収入となりますので

ご興味のあるものがありましたら、クリックして

みてください。

　観光については、見た目を含め、より

外から来るお客さんに対してスライド

ショー形式の紹介やトピックスを設け、

すっきりとしたページになりました。

　外出した時にスマートフォンで閲覧する

のに便利なマップ機能も備えています。

　議会・病院・教育委員会についても、

よりその分野に特化したページとなりま

した。

日頃から防災情報をご覧いただき、災害に備えましょう

リニューアルされた観光ページ
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ポイント❸
より身近になりました！
■生活カレンダー・イベント情報の機能が追加されました

■みなさんの声をお聞かせください

バナー広告を募集しています

広告掲載場所

　町の一押し情報を載せたり、新着情報

やトピックなど、表示機能の追加により、

みなさんへ町の動きをより見せる方法が

増えました。これらを上手く使い、発信

する頻度をあげていくことでより、身近

になるように努めます。

　各ページには、「読みやすかったか？」

「わかりやすかったか？」などの簡単なア

ンケート、また疑問や意見なども簡単に

お問い合わせいただけるようになってお

り、より閲覧いただくかたの声を反映さ

せることができます。

　町では、ホームページリニューアルにあたり広告を掲載

してくださるかたを募集しています。町の顔となるホーム

ページに広告を掲載してみませんか。

　詳しくは町ホームページ「広告バナーについて」をご覧

ください。

みなさまからのご意見やご感想をお待ちしております

　時代にあわせ、ホームページや携帯電話など取り巻く環境が変わってい

きますが、より見やすい、よりわかりやすいは変わらずに新鮮な情報を提

供していきます。

■お問い合わせ先　総務課 025-765-3112
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め
ざ
せ
！
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク　

活
動
報
告

●
郵
便
局
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で

　

ジ
オ
ス
タ
ン
プ
を
集
め
よ
う
！

●
糸
魚
川
・
佐
渡
・
苗
場
山
麓
の

　

ジ
オ
ガ
イ
ド
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
第
５
回
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
国
研
修
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
わ
れ
ま
し
た
。

●
め
ざ
せ
！
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定
！

　

栄
村
と
津
南
町
の
郵
便
局
10
局
で
、
各
郵
便

局
エ
リ
ア
の
特
徴
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
消
印
が
10

月
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
窓
口
で
申
し
出

る
と
通
常
の
消
印
で
は
な
く
、
ジ
オ
デ
ザ
イ
ン

の
消
印
を
押
し
て
発
送
し
て
く
れ
る
そ
う
で

す
。
こ
れ
は
、「
郵
便
局
と
し
て
も
ジ
オ
パ
ー

ク
を
目
指
し
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
た
い
。
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。」

と
い
う
こ
と
で
企
画
・
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

10
月
19
日
、
佐
渡
で
開
催
さ
れ
た
、「
新
潟

圏
域
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
地
域　

意
見
交
換
会
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
新
潟
県
で
は
、
糸
魚
川
と

佐
渡
が
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、
苗

場
山
麓
は
推
進
地
域
と
い
う
こ
と
で
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に
、
佐
渡
の
ガ
イ

ド
さ
ん
の
説
明
を
聞
い
た
り
解
説
看
板
を
見
た

り
ガ
イ
ド
同
志
の
意
見
交
換
を
し
た
り
と
今
後

の
参
考
と
な
る
と
て
も
貴
重
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

10
月
30
・
31
日
、
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
て
全

国
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
ジ
オ
パ
ー
ク
と
自
然
災
害
」
と
い
う
こ
と

で
、
推
進
室
・
佐
藤
信
之
と
津
南
町
役
場
の
防

災
担
当
が
参
加
し
ま
し
た
。
30
日
は
、
各
コ
ー

ス
に
分
か
れ
現
地
見
学
会
、
31
日
は
津
波
や
火

山
、
土
砂
災
害
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
会

や
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
を
記
念
し
た
「
苗
場
山
麓
ジ
オ
サ

イ
ト
め
ぐ
り
・
風
景
印
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
も

始
ま
り
ま
し
た
。
河
岸
段
丘
に
火
焔
型
土
器
が

あ
し
ら
わ
れ
た
も
の
や
鳥
甲
山
、
猫
つ
ぐ
ら
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
様
々
な
消
印
ス
タ
ン
プ
は
、

じ
っ
く
り
見
た
く
な
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

郵
便
局
に
用
意
さ
れ
て
い
る
専
用
台
紙
に
全

部
の
ス
タ
ン
プ
を
押
す
と
、
郵
便
局
と
栄
村
・

津
南
町
か
ら
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る

そ
う
で
す
。
詳
し
く
は
各
郵
便
局
へ
。

　

苗
場
山
麓
を
象
徴
す
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
サ
イ

ト
等
も
利
用
し
、
地
域
内
外
に
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
家
な
ど
か
ら
２
５
９
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
苗
場
山

麓
の
特
徴
が
一
目
で
わ
か
る
か
な
ど
を
基
準
に
、

振
興
協
議
会
内
で
選
抜
す
る
と
同
時
に
、栄
村
・

津
南
町
役
場
に
候
補
を
掲
示
し
て
地
域
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
採
点
し
決
定
し

ま
し
た
。
決
定
し
た
作
品
に
つ
い
て
は
12
月
１

日
に
行
わ
れ
る
振
興
協
議
会
総
会
に
て
お
披
露

目
お
よ
び
作
者
の
表
彰
式
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

お
楽
し
み
に
！

全て集めるとポストの形をした貯金箱と栄村・津南町の特産品がもらえます

佐渡の総合的な案内板を視察

三陸での研修に全国から集まりました
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ち
ょ
っ
と
覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
く
学
べ
る
ジ
オ
ツ
ア
ー

　

寺
石
集
落
の
涌
井
昭
五
さ
ん
を
先
生
に
、

山
伏
山
と
寺
石
集
落
を
訪
れ
ま
し
た
。
昔
、

山
伏
の
修
行
の
場
所
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ

る
山
伏
山
は
、
標
高
９
０
３
ｍ
、
山
頂
か

ら
の
眺
望
は
す
ば
ら
し
く
河
岸
段
丘
や
志

久
見
川
流
域
ま
で
見
渡
せ
ま
す
。
晴
れ
た

日
に
は
日
本
海
も
見
え
る
そ
う
で
す
。
山

頂
に
た
た
ず
む
安
永
７
年（
１
７
７
８
年
）

と
刻
印
さ
れ
た
石
仏
や
、
特
異
な
地
質
で

　

津
南
を
流
れ
る
、清
津
川
・
中
津
川
・
志
久

見
川
を
め
ぐ
り
、川
原
の
石
を
観
察
し
ま
し

た
。み
ん
な
で
石
を
採
取
し
て
、種
類
の
違
い

や
起
源
は
ど
こ
な
の
か
…
苗
場
山
？
越
後
山

脈
？
そ
れ
と
も
？
な
ど
仲
野
浩
平
先
生
の
解

説
を
聞
き
な
が
ら
、自
分
だ
け
の
標
本
箱
を

つ
く
り
ま
し
た
。ま
た
、縄
文
人
が
使
っ
て
い

た
石
を
探
そ
う
！
と
い
う
こ
と
で
縄
文
時
代

に
石
器
や
石
皿
な
ど
に
使
わ
れ
た
岩
石
を
み

山伏山山頂からの景色

町内を流れる川をめぐり、石を観察

あ
る
板
状
節
理
や
柱
状
節
理
を
間
近
で
観

察
し
て
か
ら
寺
石
集
落
へ
。
吉
祥
寺
で
は
、

栄
村
に
あ
る
常
慶
院
の
７
世
が
こ
の
寺
を

開
山
し
た
こ
と
や
津
南
町
指
定
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
鰐
口
の
こ
と
、
寺
石
集

落
の
歴
史
や
風
習
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
お
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ジ
オ
・

エ
コ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
を
体
感
し
な
が
ら
学

べ
る
ツ
ア
ー
で
し
た
。

ん
な
で
探
し
ま
し
た
。小
学
１
年
生
も
帰
る

こ
ろ
に
は
、石
を
見
て
そ
の
種
類
を
言
え
る

く
ら
い
楽
し
く
学
べ
る
体
験
で
し
た
。

　

な
じ
ょ
も
ん
で
は
、季
節
ご
と
に
ジ
オ
ツ

ア
ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
。３
月
に
は
、ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
冬
季
だ
か
ら
こ
そ
間

近
で
観
察
で
き
る
ジ
オ
サ
イ
ト
の
ツ
ア
ー
も

予
定
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、な
じ
ょ
も
ん

ま
で
。

山伏山探訪

津南の川の石くらべ

山伏山は、寺石集落のみなさんにより整備され
ていて、30 分くらいで登れる手頃のトレッキ
ングコースです。

自分だけの標本を作ろう！

■お問い合わせ先　ジオパーク推進室（なじょもん内）　TEL:025-765-5511
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わ
ら
ば
ん

見
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・
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っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

《
平
成
26
年
度

　
　
　

看
護
職
員
再
就
職
支
援
相
談
会
》

　

未
就
業
の
看
護
職
員
が
安
心
し
て
就
業
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
看
護
職
員

再
就
職
支
援
相
談
会
」を
行
い
ま
す
。

　

再
就
職
に
向
け
た
相
談
や
病
院
等
の
情
報
提

供
、再
就
職
支
援
講
習
会
の
案
内
、資
格
取
得
に

向
け
た
相
談
等（
進
学
相
談
）に
つ
い
て
、新
潟

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員（
看
護
職
）が
対

応
し
ま
す
。

■
日　

時　

12
月
16
日
㈫

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

■
会　

場　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

　
　
　
　
　

℡
０
２
５
‐
７
５
７
‐
２
４
０
７

■
申
込
み
方
法

　

相
談
の
予
約
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
窓
口
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

電
話
で
予
約
の
際
に
は「
看
護
職
員
再
就
職

支
援
相
談
会
」と
、お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
主
催　
　

新
潟
県

■
そ
の
他

　
・
相
談
時
間
は
概
ね
30
分
で
す
。

　
・
相
談
に
関
す
る
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

12
月
４
日
㈭
〜
10
日
㈬
は「
人
権
週
間
」で
す
。

　

こ
の
機
会
に「
人
権
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
法
務
局
で
は
、

「
み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
世
紀

　
　
　
　

〜
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち　

　
　
　
　
　

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
〜
」を

　

目
標
と
し
て
、人
権
を
守
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
週
間
に
次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所

を
開
き
ま
す
。ど
ん
な
小
さ
な
悩
み
で
も
一
緒
に

考
え
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
12
月
２
日
㈫

　

十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
松
代
支
所

　
　

時
間
：
午
前
10
時
〜
12
時
ま
で

　
　

十
日
町
市
松
代
３
５
５
９
番
地
６

　

仙
田
体
験
交
流
館

　

警
察
で
は
事
件
や
事
故
の
被
害
に
遭
っ
た
か

た
が
た
に
対
し
て
、
様
々
な
支
援
や
各
種
相
談

窓
口
を
設
け
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
困

り
の
方
は
、
ま
ず
は
ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

平
成
26
年
11
月
25
日
㈫

　
　
　
　
　
　

〜
平
成
26
年
12
月
１
日
㈪
の
間

■
お
問
い
合
わ
せ

○
十
日
町
警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
０
１
１
０

○
け
い
さ
つ
相
談
室

　

℡
０
２
５
‐
２
８
３
‐
９
１
１
０

○
犯
罪
被
害
者
支
援
室

　

℡
０
２
５
‐
２
８
５
‐
０
１
１
０

○
女
性
被
害
１
１
０
番

　

℡
０
２
５
‐
２
８
１
‐
７
８
９
０

　

最
近
、
急
に
気
分
が
落
ち
込
む
、
不
安
で
落

ち
着
か
な
い
、
夜
眠
れ
な
い
、
人
に
会
う
の
が

お
っ
く
う
だ
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
気
味
な
ど
、

毎
日
の
生
活
の
中
で
の
混
乱
や
不
安
が
あ
る
か

た
、
及
び
ご
家
族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
時
間
を
指
定
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
御
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時　

12
月
17
日
㈬

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場　
　

所　

津
南
町
役
場

　
　
　
　
　
　

３
階　

第
２
委
員
会
室

■
相
談
医
師　

山
下
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク　

　
　
　
　
　
　

山
下　

医
師

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
役
場
福
祉
保
健
課
健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

看
護
の
お
仕
事
を

　
　
　
　
　

お
考
え
の
方
へ

「
世
界
人
権
週
間
」に
つ
い
て

犯
罪
被
害
者
週
間

精
神
保
健
相
談
の
お
知
ら
せ

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
福
祉
保
健
部

　

医
師
・
看
護
職
員
確
保
対
策
課
看
護
職
員
確

保
・
育
成
係　

担
当
：
榎
田

　

℡
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
１
７
８

　
　

時
間
：
午
前
10
時
〜
12
時
ま
で

　
　

十
日
町
市
中
仙
田
甲
８
２
６
番
地

■
12
月
３
日
㈬

　

吉
田
公
民
館

　
　

時
間
：
午
後
１
時
〜
３
時

　
　

十
日
町
市
北
鐙
坂
８
６
７
番
地
１

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

　
　

℡
０
２
５
‐
７
５
２
‐
２
５
７
５

　
　

津
安
町
役
場
税
務
町
民
課
町
民
班

　
　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
３
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８
月
の
第
１
回
目
の
塾
開
催
に
続
き
、第
２

回「
津
南
・
北
野
大
塾
」を
開
催
し
ま
す
。講
師
は

北
野
塾
長
、及
川
副
塾
長
の
ほ
か
、今
回
の
メ
イ

ン
講
師
と
し
て「
軽
井
沢
朗
読
館
」館
長
で
あ
り
、

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
青
木
裕
子
さ
ん
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

青
木
さ
ん
は
朗
読
の
専
門
家
で
、全
国
各
地

に
お
い
て
朗
読
会
を
開
い
て
お
り
、今
回
は
午

後
２
時
か
ら
芦
ヶ
崎
小
学
校
で「
北
野
キ
ッ
ズ

塾
」を
開
催
し
、塾
長
、副
塾
長
と
と
も
に
青
木

さ
ん
か
ら
宮
沢
賢
治
の
作
品
を
朗
読
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。そ
の
後
、午
後
６
時
か
ら
竜
ヶ

窪
温
泉
で
第
２
部
の
講
演
を
開
催
し
ま
す
。

　

町
内
外
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
出
で
く
だ
さ
い
。

■
期　

日　

12
月
11
日
㈭

■
会　

場　

　

第
１
部　

芦
ヶ
崎
小
学
校　

午
後
２
時
〜

　

第
２
部　

竜
ヶ
窪
温
泉　
　

午
後
６
時
〜
８
時

　
（
午
後
８
時
か
ら
同
会
場
で
懇
親
会
）

　

講
演
会
終
了
後
、講
師
の
方
々
と
懇
親
会

を
行
い
ま
す
。懇
親
会（
会
費
３
，０
０
０
円
）

に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
竜
ヶ
窪
温
泉（
℡

７
６
５
‐
５
８
８
８
）に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

十
日
町
・
津
南
地
域
の
農
業
農
村
の
整
備
状

況
や
農
業
水
利
施
設
等
に
つ
い
て
、地
域
住
民

第
２
回
津
南
・
北
野
大
塾
の

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
案
内

農
業
農
村
整
備
リ
レ
ー

　

パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す

や
観
光
客
な
ど
幅
広
い
層
の
方
々
に
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
パ
ネ
ル
広
報
展
で
、

公
共
施
設
や
観
光
施
設
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
会

場
と
し
て
、順
次
リ
レ
ー
方
式
で
移
動
し
な
が

ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
リ
レ
ー
パ
ネ
ル
展
の
一
環
で
、十
日
町

情
報
館
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
25
日
㈫
〜
12
月
１
日
㈪

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時������������

■
会
場　

十
日
町
情
報
館�

ギ
ャ
ラ
リ
ー�

■
主
催　

十
日
町
地
域
振
興
局��

農
業
振
興
部

■
共
催　

津
南
町
地
域
振
興
課　

ほ
か

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
地
域
振
興
局�

農
業
振
興
部

　

℡
０
２
５
‐
７
５
７
‐
５
５
２
０

１．受付期間
　⑴推薦：平成26年11月１日㈯〜 12月５日㈮
　⑵一般採用：平成26年11月1日㈯〜平成27年1月9日㈮
２．応募資格
　平成10年４月２日〜平成12年４月１日までの間に生まれ
た者
３．お問い合わせ先
　試験内容等についてお気軽にお問い合わせください。
新潟地方協力本部長岡出張所　℡0258−33−0256

陸上自衛隊高等工科学校生徒募集

　

３
歳
児
健
康
診
査
で
、
む
し
歯
の
な
か
っ
た

お
子
さ
ん
は
次
の
か
た
が
た
で
す
。

●
５
月
９
日
実
施

●
９
月
９
日
実
施

●
７
月
１
日
実
施

住　

所

氏　

名

米
原

大
口　

紗
奈
（
さ
な
）

反
里
21
区

石
田　

丈
士
（
じ
ょ
う
じ
）

正
面
２
区

富
澤　

卯
紗
（
う
さ
）

相
吉
３
区

涌
井　

優
太
（
ゆ
う
た
）

相
吉
６
区

涌
井　

あ
か
り

芦
ヶ
崎
26
区

小
島　

爽
華
（
さ
や
か
）

正
面
１
区

滝
澤　

駿
（
し
ゅ
ん
）

住　

所

氏　

名

割
野
３
区

磯
部　

美
響
（
み
き
）

中
深
見
第
１

中
澤　

大
芽
（
た
い
が
）

朴
木
沢

半
戸　

帆
南
（
ほ
な
み
）

赤
沢
18
区

石
田　

幹
（
か
ん
）

大
割
野
４
‐
３

木
寺　

こ
と
み

卯
之
木

宮
澤　

秀
弥
（
し
ゅ
う
や
）

正
面
３
区

佐
藤　

美
月
（
み
づ
き
）

芦
ヶ
崎
26
区

小
島　

塁
（
る
い
）

割
野
４
区

小
林　

ゆ
か
り

赤
沢
13
区

野
田　

愛
未
（
あ
み
）

辰
ノ
口

小
野
塚　

朝
飛
（
あ
さ
ひ
）

住　

所

氏　

名

亀
岡

河
田　

泰
輔
（
た
い
す
け
）

十
二
ノ
木
２
区
村
山　

愛
海
（
ま
な
み
）

大
井
平

中
島　

維
吹
（
い
ぶ
き
）

朴
ノ
木
坂

山
田　

蓮
翔
（
れ
ん
と
）

大
割
野
６
‐
４
内
山　

瑞
穂
（
み
ず
ほ
）

中
深
見
第
１

中
澤　

暖
陽
（
は
る
ひ
）

陣
場
下
４
区

石
橋　

葵
（
あ
お
い
）

上
野

高
橋　

美
桜
果
（
み
お
か
）

●
賢
い
仕
上
げ
磨
き
用
歯
ブ
ラ
シ
の
選
び
方

　

仕
上
げ
磨
き
に
は
、
子
ど
も
用
の
歯
ブ
ラ
シ

と
は
別
に
仕
上
げ
磨
き
専
用
の
歯
ブ
ラ
シ
を
使

用
し
ま
す
。
仕
上
げ
磨
き
用
歯
ブ
ラ
シ
を
選
ぶ

と
き
は
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
柄
が
ス
ト
レ
ー
ト
で
ヘ
ッ
ド
が
小
さ
い

②
毛
足
が
短
く
毛
が
密
集
し
て
い
る

③
毛
の
か
た
さ
は
や
わ
ら
か
め

　

毛
さ
き
が
開
い
て
き
た
ら
交
換
の
時
期
で

す
。
健
診
会
場
で
も
見
本
の
歯
ブ
ラ
シ
を
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

３
歳
児
健
診
で
む
し
歯
の
な
か
っ
た
子

福
祉
保
健
課
（
健
康
班
）　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４
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マウンテンパーク津南の展望台から撮影。今年は沖の原からも上げた

のがよく分かります。　　　　　　　　　　　　　撮影 / 中島英正様

会場では花火のほか、火焔太鼓、アフリカン太鼓の演奏や、フィアヤー

ポイの演出が会場を盛り上げてくれました。

野沢温泉村から超望遠で、見事に捉えた花火。

こんな形で津南町が見えるんですね。一昨年から挑戦をして、霧が立

ちこめ津南に急遽戻った。なんて年もあったそうです。３年越しの夢

がかなって良かったですね！　　　　　　　　　　撮影 / 山本吉明様

今年もメイン会場から写真をとりました。やっぱり尺玉が見切れました（汗　右下に蛍のよう

に光るのは見物に来たみなさんが携帯で撮影している液晶画面です。　撮影 / 広報担当　小島

清津スキー場（旧中里村）から、マウンテンパーク津南方向を望む。

長秒間露光により星との共演がすてきです。　　 　撮影 / 内山義幸様

まちかどスケッチ特別編 あなたはどこからご覧になりました ??

野沢温泉村より撮影 !
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まちかどスケッチ特別編／河岸段丘花火

昨年の
打ち上げ地点

ジオの意味を込め中津
川渓谷沿いに新たに設
置した打ち上げ地点

今
年
も
、
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
を
応
援
す
る
た
め
、

中
津
川
渓
谷
沿
い
に
打
ち
上
げ
地
点
を
増
や
し
ま
し
た
。

↑　　
今年は鳥甲山の麓、切明から

スタートしました。

↑昨年と今年の
　打ち上げポイント境界線

花火打上げ後、メイン会場で祝杯を挙げ、集合写真
　　　　　　　　　　　　　　　　撮影 / 桑原哲夫様

10月25日(土)夜7：00ちょうど、ジオ
１の長野県栄村の切明をスタートし
た花火(虎の尾)は２秒おきに点火。
中津川が信濃川に合流するジオ23
まで、一気に駆け下りました。

今年は中津川沿いの場所を見直
し、より大地の形がわかるように変
更。反里口から対岸の沖ノ原のへっ
つりへと駆け上がり、同じ高さの米
原面も呼応するようにメイン会場の
マウンテンパーク津南へと花火が
迫ってきました。

最後は、７時１分ちょうどに全53地
点から一斉に打ち上げました。

この間、60秒。

日本一長く、日本一短い花火大会。
今年も無事に打ち上がりました。

1 2

3

4

5
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Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ

 171年ぶりのめずらしい満月
— 11月5日　“3度目”の秋の名月「後

の ち

の十三夜」 —

 光のアートに魅せられて
— 11月1〜2日　ARTh camp(アースキャンプ) —

 華麗なる空中演技
— 11月１日　上郷小学校50周年記念式典 —

 ありがとう外丸小学校
— 11月9日　外丸小学校閉校記念式典 —

Tsunan Event Sketch.

　これは「閏月（うるうづき）」が関係しています。昔は月の
満ち欠けを利用した旧暦を使っていました。これは１ヶ月が
29 ～ 30日であり、１年は約 354日しかありませんでした。
そうなると今とは違い、だんだん季節がずれてしまい、3年に
一度「閏月」を入れて調整していました。今年は「閏月」と
して9月が入れられたため、「十三夜」も2回訪れたという
訳なのです。

　芸術の秋です。マウンテンパーク津南を会場にキャンプし
ながらアートを楽しむイベントが今年も行われました。自然の
中に調和した光のアートは、夜の森いっぱいに広がり、幻想
的な雰囲気に包まれていました。

　上郷小学校創立 50周年を記念し、地元・上郷で活躍する
バンドの演奏や、保護者によるアトラクションの発表など、会
場は大いに盛り上がっていました。
　なかでも津南町出身で「エアリアルパフォーマー」として活
躍しているMichiruさんの空中バレエには大人も、子どもも
驚きながら見上げていました。

　来年３月で閉校する外丸小学校で閉校記念式典が行われ
ました。式典と懇親会には、多くの卒業生が訪れ、思い出を
語り合いました。閉校する小学校に何か残せないかと卒業生
の地元・外丸の若者たちで作る「清い空気の会」がトーテム
ポール（北アメリカの先住民族が家系を象徴する、いわば家
紋のようなもの）を作成、当日お披露目されました。

↑津南でも、雲の隙間を縫って、まんまるお月様が顔を出してくれました。

↑森の中に出現した光のアート

↑制作したトーテムポールと「清い空気の会」のメンバー

↑天井からつるした布（ティシュー）を巧みに使い演技が行われました。
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政治家の寄附は禁止
有権者が求めることも
禁止されています
　年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機会の多いシーズンですが、
政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈ることは公職選挙法で禁止されて
います。また、有権者が政治家に寄附や贈り物を求めることも禁止されて
います。寄附禁止のルールを守って、明るい選挙を実現しましょう。

以下のものも政治家の寄附禁止の対象となります。

①
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
も
の

に
対
し
て
寄
附
を
す
る
こ
と
は
、そ
の

時
期
や
名
義
の
い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
、

罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
結

婚
披
露
宴
に
お
け
る
祝
儀
、葬
式
の

通
夜
に
お
け
る
香
典
は
違
法
で
す
が
、

罰
則
の
対
象
か
ら
除
か
れ
て
い
ま
す
。

（
選
挙
に
関
し
て
な
さ
れ
た
場
合
や
、

通
常
一
般
の
社
交
の
程
度
を
超
え
て

い
る
場
合
は
除
き
ま
す
。）

②
政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の

　
　
　
　
　

勧
誘・要
求
の
禁
止

　

政
治
家
に
対
し
て
寄
附
を
す
る
よ

う
勧
誘
や
要
求
を
す
る
こ
と
も
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。政
治
家
を
威
迫
し
て
、

あ
る
い
は
、政
治
家
の
当
選
ま
た
は
被

選
挙
権
を
失
わ
せ
る
目
的
で
勧
誘
や

要
求
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

③
政
治
家
の
関
係
団
体
の

　
　
　
　
　
　
　
　

寄
附
の
禁
止

　

政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員
で
あ

る
団
体
や
会
社
が
、選
挙
区
内
に
あ

る
者
に
対
し
て
、政
治
家
の
氏
名
を

表
示
し
た
り
、氏
名
が
類
推
さ
れ
る

よ
う
な
方
法
で
寄
附
を
す
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
お
り
、選
挙
に
関
し
て
寄

附
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

（
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
ま
た
は
そ
の

支
部
に
対
す
る
も
の
は
除
か
れ
ま
す
。）

④
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

　

後
援
団
体（
い
わ
ゆ
る
後
援
会
）が

選
挙
区
内
に
あ
る
も
の
に
対
し
て
、花

輪
・
供
花
・
香
典
・
祝
儀
や
こ
れ
ら
に

類
す
る
も
の
を
出
し
た
り
、後
援
団
体

の
設
立
目
的
に
よ
り
行
わ
れ
る
行
事

や
事
業
に
関
す
る
寄
附
以
外
の
寄
附

を
す
る
と
、そ
の
時
期
や
名
義
の
い
か

ん
に
関
わ
ら
ず
処
罰
さ
れ
ま
す
。

⑤
年
賀
状
な
ど
の

　
　
　
　
　

あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　

政
治
家
は
、選
挙
区
内
に
あ
る
も

の
に
対
し
て
、答
礼
の
た
め
の
自
筆
に

よ
る
も
の
を
除
き
、年
賀
状
・
暑
中
見

舞
状
な
ど
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状（
電

報
な
ど
も
含
む
）を
出
す
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る

　
　
　
　
　
　

有
料
広
告
の
禁
止

　

政
治
家
や
後
援
団
体‘

（
い
わ
ゆ
る

後
援
会
）が
、選
挙
区
内
に
あ
る
も
の

に
対
し
て
、主
と
し
て
あ
い
さ
つ
を
目

的
と
す
る
有
料
の
広
告
を
、新
聞
・
雑

誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
に
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。政

治
家
や
後
援
団
体
に
対
し
、あ
い
さ
つ

を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
を
求
め
る

こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、威
迫
し
て

求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

徹底しよう“三ない運動”「贈らない !」「求めない !」「受け取らない !」

秘書等が代理で出席する場
合の結婚祝・香典

入学祝・卒業祝、
お歳暮・お年賀

お祭りや町内会の催物等へ
の寄附・寸志・差入

地域の運動会等への
飲食物等の差入

落成式・開店祝等の花輪、
葬儀の花輪・供花

病気見舞

出典：総務省　なるほど！選挙「寄附の禁止」
　　　http://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/naruhodo/naruhodo08.html
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LETTER

国

だ
よ
り

健
診
結
果
を

生
活
習
慣
改
善
に
活
か
そ
う
！

恐
ろ
し
い
心
臓
疾
患
、脳
卒
中
、

糖
尿
病
は
予
防
で
き
る
！

▼
放
っ
て
お
け
な
い
！

　
　
　
　
　
　
　
　

  

生
活
習
慣
病

　

発
症
す
れ
ば
、
高
い
死
亡
率
、
生
き
残
っ
て

も
寝
た
き
り
、
半
身
不
随
、
失
明
な
ど
を
引
き

起
こ
す
、
心
臓
疾
患
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
な
ど

の
恐
ろ
し
い
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
無

い
ま
ま
、
あ
る
日
そ
の
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
塩
、
脂
肪
等
の
過
剰
摂
取

な
ど
の
不
適
切
な
食
生
活
や
喫
煙
、
過
度
の
飲

酒
、
運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
不
健
康
な

生
活
習
慣
を
続
け
て
い
る
と
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
川
を
下
り
始
め
、
最
後
に
は

生
活
習
慣
病
の
滝
を
転
げ
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

　

▼
個
別
の
病
気
の
早
期
発
見

　

治
療
か
ら
生
活
習
慣
病
の
予
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

解
消
へ

　

生
活
習
慣
病
の
発
症
に
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
が
深
く

関
わ
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
平
成
20
年
度
か
ら
、
こ
の
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
特
定
健
診

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

特
定
健
診
は
、
こ
れ
ま
で
の
、
個
別
の
病
気

の
早
期
発
見
・
治
療
を
目
的
と
し
た
健
診
と
違

い
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
解
消
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

▼
受
け
っ
放
し
厳
禁
!!

　

  

健
診
結
果
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

み
な
さ
ん
は
、
健
診
を
受
け
た
と
い
う
こ
と

だ
け
で
、
満
足
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

健
診
を
受
け
て
も
、
そ
の
結
果
を
放
っ
て
お

い
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

健
診
の
結
果
を
よ
く
確
認
し
、
生
活
習
慣
の

改
善
や
病
気
の
予
防
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

何
よ
り
、
自
分
で
生
活
習
慣
を
改
善
し
よ
う

と
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
！

　
　
　
　
　
　
　

  

特
定
保
健
指
導

　

健
診
の
結
果
に
基
づ
き
、
生
活
習
慣
の
改
善

が
必
要
な
人
に
対
し
て
、
保
健
師
・
管
理
栄
養

士
が
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

◇
対
象
者
に
は
特
定
保
健
指
導

　

健
診
を
受
け
た
人
が
、
自
分
の
健
康
状
態
を

把
握
し
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が
支
援
し
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
で
は
、
特
定
健
診
の
結
果
か

ら
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
判
定
基

準
を
超
え
て
い
る
か
ど
う
か
で
、
対
象
者
を

「
動
機
付
け
支
援
」
と
「
積
極
的
支
援
」
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ
た
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

◇
そ
の
他
の
保
健
指
導

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
以
外
に
も
、

津
南
町
に
多
い
高
血
圧
に
着
目
し
た
保
健
指
導

も
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
受
診
勧
奨
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す

　

健
診
結
果
か
ら
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨

お
よ
び
治
療
が
必
要
と
さ
れ
た
人
に
は
、
受
診

勧
奨
を
行
い
ま
す
。
自
覚
症
状
が
無
く
て
も
発

症
直
前
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
受
診
勧
奨
を
受

け
た
ら
、
自
己
判
断
を
せ
ず
に
必
ず
病
院
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
「
ち
ょ
っ
と
高
め
」
の
人
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　

  

気
を
付
け
て
!!

　

健
診
で
異
常
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

数
値
が
「
ち
ょ
っ
と
高
め
」
だ
っ
た
と
い
う
人

は
要
注
意
で
す
。　

　

数
値
は
、
各
年
の
数
値
を
比
較
し
て
み
る
こ

と
が
大
切
で
す
。「
ち
ょ
っ
と
高
め
」、
以
前
よ

り
数
値
が
上
が
っ
た
と
い
う
人
は
、
危
険
信
号

が
灯
り
始
め
て
い
ま
す
！

　

保
健
指
導
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
人
で
も
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
医
師
や
保
健

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
安
心
し
て
国
保
を

　
　
　
　
　

  

使
い
続
け
る
た
め
に

　

医
療
費
の
増
加
は
、
み
な
さ
ん
の
家
計
だ
け

で
な
く
、
国
保
の
運
営
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
よ
り
よ
い
生
活
習
慣
が
健
康
的

な
生
活
を
送
る
こ
と
に
繫
が
り
、
増
え
続
け
る

医
療
費
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
国
保
を
使
い
続
け
る

た
め
に
も
、
健
診
や
保
健
指
導
を
活
用
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

保
険
班

　

℡
７
６
５
―
３
１
１
４
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

　
　
　
　
　
　
備
え
よ
う

　

日
に
日
に
寒
さ
が
加
わ
り
、
冬
の
訪
れ
を
感

じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

さ
て
、
例
年
12
月
か
ら
３
月
ご
ろ
に
か
け
て
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
ま
す
。
突
然
の
38

度
以
上
の
発
熱
に
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
、

全
身
の
倦
怠
感
な
ど
を
伴
う
の
が
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
特
徴
で
す
。
潜
伏
期
間
が
短
く
感
染
力

が
非
常
に
強
い
の
で
、
流
行
し
だ
す
と
一
気
に

感
染
者
が
増
加
し
て
し
ま
い
ま
す
。
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
、
一
人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ
か
ら

予
防
を
心
が
け
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
種
類

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
種
類
は
、
大
き
く
Ａ
型
、

Ｂ
型
、
Ｃ
型
の
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
毎
年

流
行
を
繰
り
返
す
の
が
Ａ
型
と
Ｂ
型
で
、
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
Ｃ

型
は
症
状
が
軽
く
気
づ
か
れ
に
く
く
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
Ａ
型
の
一
種
で
す
。

○
ど
の
よ
う
に
人
か
ら
人
へ
う
つ
る
か

　

感
染
の
経
路
は
大
き
く
２
つ
あ
り
ま
す
。

①
飛
沫
感
染

　

感
染
者
の
咳
や
く
し
ゃ
み
に
含
ま
れ
る
ウ
イ

ル
ス
が
、
鼻
や
口
か
ら
侵
入
す
る

②
接
触
感
染

　

ウ
イ
ル
ス
の
付
着
し
た
ド
ア
ノ
ブ
や
手
す
り

な
ど
に
触
れ
た
手
を
介
し
て
、
口
や
目
な
ど

の
粘
膜
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
す
る

○
自
分
の
体
は
自
分
で
守
ろ
う

　

こ
の
よ
う
に
ウ
イ
ル
ス
が
何
ら
か
の
か
た
ち

で
体
内
に
侵
入
す
る
こ
と
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
発
症
し
ま
す
。
「
人
ご
み
を
避
け
る
」
「
手

洗
い
・
う
が
い
を
こ
ま
め
に
す
る
」
「
マ
ス
ク

の
着
用
」
「
部
屋
の
湿
度
を
高
く
た
も
つ
」
な

ど
で
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
普
段
か
ら

免
疫
力
を
高
め
て
お
く
こ
と
も
た
い
せ
つ
で
す
。

「
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
」
「
適
度
な
運
動

と
十
分
な
睡
眠
」
「
体
を
冷
や
さ
な
い
」
な
ど

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
ほ
か
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た

時
に
重
症
化
し
や
す
い
高
齢
者
、
小
児
、
妊
婦

を
対
象
に
、
町
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
（
詳
細
は

広
報
つ
な
ん
10
月
20
日
号
に
掲
載
）
。
接
種
後
、

効
果
が
出
現
す
る
ま
で
に
２
週
間
程
度
を
要
す

る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
毎
年
12
月
中
旬
ま

で
に
接
種
す
る
と
効
果
的
で
す
。

　

楽
し
い
行
事
が
多
い
冬
。
風
邪
知
ら
ず
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
知
ら
ず
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

人
生
中
盤
に
始
め
た
こ
と

粉こ
な
か
わ川

　
英ひ
で
あ
き明
さ
ん
（
陣
場
下
）

所
謂
『
厄
年
』
を
迎
え
た

時
「
考
え
得
る
中
で
一

番
ツ
ラ
イ
こ
と
を
し
て
、
厄
落

と
し
を
し
よ
う
」
と
思
い
つ
き

ま
し
た
。
真
っ
先
に
頭
に
浮
か

ん
だ
ツ
ラ
イ
こ
と
が
『
マ
ラ
ソ

ン
』
で
す
。
子
供
の
頃
か
ら
走

る
の
は
苦
手
で
キ
ラ
イ
な
の
で
、

厄
を
落
と
す
に
ふ
さ
わ
し
い

『
苦
行
』
で
す
。

　
『
冴
え
な
い
オ
ジ
サ
ン
化
』

回
避
の
た
め
に
も
、
た
ま
に
必
死
に
な
る
の

は
良
い
こ
と
に
思
え
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
の
人
生
で
走
っ
た
最
長
距
離
は

10
キ
ロ
。
高
校
時
代
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
し

た
。
42
キ
ロ
ど
こ
ろ
か
、
20
キ
ロ
で
も
全
く

未
知
の
領
域
で
す
。
家
族
や
友
人
に
『
走
れ

る
わ
け
が
な
い
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
自

分
で
は
「
何
と
か
な
る
」
気
が
し

ま
し
た
。

　

お
山
を
愛
し
て
20
年
。
１
日
７
、

８
時
間
な
ら
動
け
ま
す
。「
お
山
で

バ
テ
な
い
の
に
下
界
で
バ
テ
る
は

ず
が
な
い
」
と
い
う
妙
な
自
信
も

あ
り
ま
す
。
た
だ
、
何
せ
走
っ
た

こ
と
が
な
い
距
離
な
の
で
、
途
中

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
切
れ
た
り
、
ど

こ
か
を
怪
我
し
た
り
し
て
脚
が
止

ま
る
こ
と
だ
け
が
心
配
で
し
た
。
走
る
前
の

数
日
は
、
と
て
も
不
安
で
、
大
学
入
試
前
以

来
の「
潰
れ
そ
う
」な
感
じ
も
味
わ
い
ま
し
た
。

　

大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
順

位
も
タ
イ
ム
も
関
係
な
く
、
楽
し
い
こ
と
ば

か
り
。
ず
っ
と
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
点
、
マ
ラ
ソ
ン
は
走
る
と
記
録
が
残
り
ま

す
。
大
し
た
記
録
で
な
く
て
も
、
回
を
重
ね

る
と
１
年
前
の
自
分
、
２
年
前
の
自
分
と
較

べ
る
楽
し
み
（
苦
し
み
？
）
も
あ
り
ま
す
。

　

僕
も
あ
っ
と
い
う
間
に
43
歳
を
過
ぎ
、

す
っ
か
り
中
年
で
す
。
自
分
で
は
ま
だ
若
い

つ
も
り
で
い
る
の
で
す
が
、
年
を
感
じ
る
こ

と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
走
る
の
は

ま
だ
始
め
た
ば
か
り
。
ま
だ
も
う
少
し
行
け

そ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
う
感
じ
て
い
る
う

ち
は
、
懲
り
ず
に
ま
た
走
り
ま
す
。

　

性
格
的
に
、
お
そ
ら
く
。

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

大平  裕
ゆ か り

加里
保健師



1 0 月の新着図書
【大人の本】
●人の話を聞かない、急に感情的になる…それは発達障
害かもしれません。

　『まさか発達障害だったなんて』
　星野仁彦／著　PHP研究所
●受験の格差をなくすため無料の授業動画サイトを立ち
上げた東大生の奮闘記

　『予備校なんてぶっ潰そうぜ。』
　花房孟胤／著　集英社
●本屋大賞受賞後初の長編小説
　『フォルトゥナの瞳』
　百田尚樹／著　新潮社

【子どもの本】
●もはや社会現象？大人気アニメの絵本が登場
　『妖怪ウォッチおはなしえほん』
　レベルファイブ／監修　小学館
●3.11の「立ち入り禁止区域」。
　そこには牛たちを守り続ける牛飼いがいます。
　『希望の牧場』
　森絵都／作　吉田尚令／絵

その他、寄贈本含め189冊が新着となっております。
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井上雅央／著　　農文協

『女性がやればずんずん進む　　
　　　　　  決定版！獣害対策』

　「動物をいくら殺しても被害が減らない」それは、動
物ではなくあなた自身の田や畑に問題があったのです。

　

段
々
と
冬
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
ね
。動

物
た
ち
も
食
べ
物
を
探
し
て
、本
格
的
に
動

い
て
い
る
頃
で
し
ょ
う
。そ
こ
で
、動
物
た
ち

か
ら
の
被
害
が
深
刻
に
な
る
前
に
、島
根
県

美
郷
町
で
成
果
を
上
げ
た
獣
害
対
策
を
今

月
の
１
冊
の
中
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
初
め
に
、こ
こ
で
云
う「
女
性
」と

は
既
成
観
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
ら
か
頭

の
人
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。リ
セ
ッ
ト
が
得

意
で
、ま
ず
や
っ
て
み
よ
ー
っ
て
体
が
動
き

出
す
人
は
男
で
も「
女
性
」で
す
。な
ぜ
か
と

い
う
と
、女
性
は
思
い
込
み
を
捨
て
リ
セ
ッ

ト
す
る
の
が
得
意
な
ん
だ
そ
う
。著
者
の

経
験
上
、男
性
は
既
成
観
念
を
捨
て
ら
れ
ず

「
も
っ
と
殺
す
方
が
先
」「
補
助
金
を
よ
こ

せ
」と
言
い
、動
き
出
す
人
が
少
な
い
そ
う

で
す
。い
く
ら
殺
し
た
っ
て
、お
金
を
掛
け
て

対
策
し
て
も
、動
物
を
引
き
寄
せ
る
田
や

畑
な
ら
永
遠
に
解
決
し
な
い
の
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、成
果
が
出
て
い
る
対
策
を
少

し
だ
け
紹
介
し
ま
す
。

・『
残
飯
や
売
れ
な
い
野
菜
を
放
置
し
な
い

こ
と
』
…
「
い
ら
な
い
野
菜
だ
か
ら
動
物

が
食
べ
て
も
い
い
や
」と
思
っ
て
い
る
と
、大

切
な
野
菜
ま
で
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

・『
ひ
そ
み
場
を
消
す
こ
と
』
…
田
や
畑
の

近
く
に
動
物
が
身
を
隠
せ
る
茂
み
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
納
屋
や
野
小
屋
の
中
を
き
ち

ん
と
整
理
し
て
い
ま
す
か
？

・『〈
柵
さ
え
張
れ
ば
〉を
卒
業
し
よ
う
』
…

効
果
が
高
い
の
は「
心
理
柵
」と
い
う
目
に

見
え
な
い
柵
。美
郷
町
で
は
、サ
ル
が
出
る

地
域
は
全
戸
に
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
を
置
い
て

お
き
、サ
ル
が
出
れ
ば
花
火
を
鳴
ら
す
だ
け

で
は
な
く
逃
げ
た
先
ま
で
何
人
か
で
追
い

か
け
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

以
上
４
点
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、こ
れ
は

そ
の
他

《
休
館
日
》

　
　

11
月
25
日
㈫

　
　

12
月
28
日
㈰
〜
１
月
３
日
㈯

　

毎
年
11
月
25
日
は
「
女
性
に
対
す
る
暴

力
撤
廃
国
際
日
」
で
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ

図
書
室
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

図
書
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

名作を読みに図書室へ行こう！

−渡
わたなべ

邉　和
かずゆき

幸さんから

著者／モンゴメリ　村岡花子／訳　出版社／新潮文庫

小
さ
い
頃
出
会
っ
て
大
好
き
だ
っ
た

「
赤
毛
の
ア
ン
」。
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

で
訳
者
の
村
岡
花
子
さ
ん
が
取
り
上
げ
ら

れ
た
か
ら
、
ま
た
読
み
返
し
た
く
な
っ
て

手
に
取
り
ま
し
た
。

何
十
年
ぶ
り
か
で
読
み
返
し
て
み
て
も
、

ア
ン
の
魅
力
は
変
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
赤
毛
で
顔
中
そ
ば
か
す
だ
ら
け
の

や
せ
っ
ぽ
ち
の
女
の
子
。
想
像
力
豊
か
で

目
に
映
る
も
の
全
て
に
感
動
す
る
感
激
や

さ
ん
。
美
し
い
景
色
を
見
て
は
「
歓
喜
の

白
露
」「
輝
く
湖
水
」
な
ん
て
名
付
け
ま

す
。
一
つ
の
鉢
花
や
一
本
の
木
に
も
「
ポ

ニ
ー
」「
雪
の
女
王
」
と
名
付
け
る
く
だ

り
な
ん
か
は
、
ク
ス
リ
と
笑
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
空
想
ば
っ
か
り
し
て
い
る
内
気
な

女
の
子
か
と
思
え
ば
大
間
違
い
。
自
分
を

「
人
参
」
と
い
っ
て
か
ら
か
っ
た
少
年
ギ

ル
バ
ー
ト
の
頭
を
石
板
で
は
た
い
て
し
ま

う
ほ
ど
の
お
て
ん
ば
で
も
あ
り
ま
す
。
お

し
ゃ
べ
り
が
大
好
き
で
、
本
の
一
ペ
ー
ジ

以
上
も
話
し
続
け
て
い
た
り
す
る
か
ら
び

「赤毛のアン」
紹介する本

山田由
ゆ み こ

美子さん （朴ノ木坂）

ほ
ん
の
一
部
で
す
。と
に
か
く
動
物
を
寄
せ

付
け
な
い
対
策
が
大
切
で
す
。自
分
の
田
畑
、

集
落
の
人
を
守
る
た
め
に
、で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

図
書
室
に
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
手
に

取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

広報ライブラリー
今月の１冊

11月 −霜
し も つ き

月−

Pen Relay
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

結け
っ
こ
ん婚
の
記き

念ね
ん

に
と
並な

ら

び
撮と

る
写し

ゃ
し
ん真

　
　

恥は

じ
ら
い
な
が
ら
も
夫ふ

う

婦ふ

の
顔か

お

し
て	

山
本　

光
一

う
つ
伏ぶ

せ
し
三さ

ん
と
う
し
ん

頭
身
の
顔か

お

上あ

げ
て

　
　

得と
く

意い

気げ

に
吾あ

に
に
っ
こ
り
笑わ

ら

ふ	

津
端　

恵
子

物も
の

干ほ

し
の
竿さ

お
う
ご動
か
せ
ば
蜘く

も蛛
の
巣す

の

　
　

撓た
わ

む
が
見み

え
て
元も

と

に
戻も

ど

せ
り	

貝
澤　

圭
子

惜お
し

し
み
つ
つ
手て

渡わ
た

す
最さ

い

後ご

の
花か

梨り
ん

よ
り

　
　

甘あ
ま

き
香か

お

り
の
仄ほ

の

か
に
付つ

け
り	

関
谷　

郁
子

貼は
り

替か

へ
て
三み

っ
か日
め
な
る
に
障し

ょ
う

子じ

戸ど

に

　
　

誰た

が
指ゆ

び
あ
な穴
か
小ち

い

さ
く
付つ

け
り	

恩
田　

久
美
子

歯は

固が
た

め
の
孫ま

ご

の
お
も
ち
ゃ
の
「
き
り
ん
さ
ん
」

　
　

し
ゃ
ぶ
ら
れ
よ
だ
れ
ま
み
れ
に
な
り
ぬ	
丸
山　

直
子

飛ひ

行こ
う

機き

の
並な

ら

ぶ
空く

う
こ
う港
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
　

窓ま
ど

よ
り
遥は

る

か
に
冬ふ

ゆ

の
富ふ

じ

み

士
見
ゆ	

小
野
寺　

恒
代

旅た
び

に
過す

ぐ
る
三み

国く
に

街か
い
ど
う道
淋さ

び

し
ら
に

　
　

山や
ま

牛ご

蒡ぼ
う

の
花は

な

さ
は
さ
は
白し

ろ

し	

樋
口　

康
子

朝あ
さ

明や

け
の
空そ

ら

を
仰あ

お

げ
ば
う
ろ
こ
雲ぐ

も

　
　

動う
ご

く
狭は

ざ

間ま

に
残ざ

ん
げ
つ
し
ろ

月
白
し
（
従
妹
の
娘
千
里
）	

内
山　

キ
ク

傍か
た
わ

ら
に
幼お

さ
な

遊あ
そ

ば
せ
若わ

か

き
母は

は

　
　

庭に
わ

に
陽ひ

を
受う

け
何な

に

か
蒔ま

く
見み

ゆ	

麻
績　

初
恵

も
う
少
し
楽た

の

し
い
歌う

た

を
作つ

く

っ
て
と

　
　

言い

わ
れ
て
わ
れ
の
歌う

た

顧か
え
り

み
る	

滝
沢　

勝
枝

朝ち
ょ
う

刊か
ん

の
コ
ト
リ
と
入は

い

る
音お

と

の
し
て

　
　

夫お
っ
と
が
玄げ

ん
か
ん関
あ
け
る
気け

配は
い

す	

風
巻　

京
子

北き
た
か
ぜ風
に
捥も

ぎ

ら
れ
飛と

び
来き

し
栗く

り

の
葉は

の

　
　

み
な
裏う

ら
が
え返
し
に
地ち

に
貼は

り
つ
け
り	

月
岡　

ヨ
リ
エ

灯ひ

を
消け

せ
ば
俄に

わ
か

に
雨あ

め

の
音お

と
た
か高
し

　
　

轟と
ど
ろ

く
雷ら

い

に
夜よ

は半
を
戦お

の
の

く	

鈴
木　

綾
子

嵐あ
ら
し

過す

ぎ
し
羅ら

臼う
す

の
宿や

ど

の
暁あ

か
つ
き

に

　
　

鷗か
も
め

の
声こ

え

の
す
る
ど
く
呼よ

べ
り
（
羅
臼
海
岸
町
）	

萩
原　

光
之

長
生
学
園

晴は

れ
た
朝あ

さ

刈か
り

田た

あ
ぜ
道み

ち
そ
ぞ漫
ろ
行ゆ

け
ば

　
　

草く
さ

間ま

に
キ
ラ
リ
大お

お

き
露ゆ

つ
だ
ま玉	

板
場　

寛

二
度ど

三
度ど

来こ

し
台た

い
ふ
う風
は
吾わ

が
里さ

と

に

　
　

か
か
わ
り
も
な
く
過す

ぎ
て
や
す
ら
ぐ	

滝
沢　

義
正

若わ
か

き
日ひ

に
戻も

ど

る
術す

べ

な
く
老お

い
行ゆ

く
も

　
　

定さ
だ

め
と
思お

も

ふ
八や

そ

じ

十
路
と
な
り
ぬ	

柳
沢　

チ
ヨ

御お

神み
こ
し輿
を
担か

つ

ぐ
青せ

い
ね
ん年
数か

ず

へ
り
て

　
　

年ね
ん

季き

入は
い

り
し
中ち

ゅ
う

年ね
ん

交ま

じ
る	

富
沢　

キ
ミ

出し
ゅ
つ
じ
ょ
う場
の
選せ

ん

出し
ゅ
つ

も
れ
に
残ざ

ん
ね
ん念
と

　
　

安あ
ん

堵ど

の
念ね

ん

の
交こ

も
ご
も交
の
吾あ

は
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
中
里
ア
リ
ー
ナ
）	

島
田　

眞
之

個
人

遠と
お

く
よ
り
息む

す

子こ

来き

た
り
て
雪ゆ

き
が
こ囲
い

　
　

時し
ぐ
れ雨
降ふ

る
中な

か
け
ん
め
い

懸
命
に
や
る	

清
水　

貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
十
月
）

自じ

転て
ん
し
ゃ車
の
二ふ

た
り人
軽か

ろ

や
か
花は

な

野の

ゆ
く	

冬
詩
子

胸む
ね

張は

っ
て
歩あ

る

い
て
も
み
せ
羽は

抜ぬ
け

鶏ど
り	

房　

良

手て

探さ
ぐ

り
の
指ゆ

び

に
当あ

た

り
し
茗み

ょ
う

荷が

の
子こ	

酔　

花

爽さ
わ

や
か
に
初は

つ
た
ん誕
生じ

ょ
う

の
一い

っ

歩ぽ

か
な	

貞　

犬い
ぬ

の
目め

に
永と

わ久
の
孤こ

独ど
く

や
秋あ

き

の
暮く

れ	

美　

恵

逃に

げ
ど
こ
ろ
決き

め
て
落お

と

す
や
秋あ

き

の
蜂は

ち	

千
年
雄

臥ふ

し
居い

て
も
稲い

ね
か
り刈
日び

和よ
り

と
聞き

く

く
は
よ
し	

兎　

月

そ
の
昔む

か
し

銀ぎ
ん
な
ん杏
く
れ
し
家い

え
し
ず閑
か	

壽　

子

パ
ン
ケ
ー
キ
厚あ

つ

め
に
焼や

き
て
九く

月が
つ

か
な	

れ
い
子

寝ね

そ
び
れ
て
見み

い入
る
夜よ

ふ更
け
の
天あ

ま

の
川が

わ	

妙　

新し
ん
ま
い米
を
掌て

に
半は

ん
と
し年
の
苦く

労ろ
う

消き

え	

渡　

舟

常つ
ね

の
日ひ

と
変か

わ

ら
ず
過す

ご
す
敬け

い
ろ
う老
日び	

芳　

司

っ
く
り
し
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
は
、
た
だ
ア
ン
の
魅
力
に

圧
倒
さ
れ
る
だ
け
で
し
た
が
、
大
人
に
な

っ
た
今
は
、
マ
シ
ュ
ー
と
マ
リ
ラ
老
兄
妹

の
深
い
愛
情
に
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
マ
シ
ュ
ー
の
「
そ
う
さ

な
。」
と
い
う
一
言
。
思
っ
た
こ
と
を
全

部
言
わ
ず
に
飲
み
込
ん
で
じ
っ
と
耐
え
る

毅
然
と
し
た
大
人
の
姿
。
と
て
も
感
動
的

で
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
す
。

「
赤
毛
の
ア
ン
」
は
十
一
巻
の
シ
リ
ー

ズ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
や
せ
っ
ぽ
ち
の
少

女
ア
ン
が
美
し
い
女
性
へ
成
長
を
遂
げ
、

恋
を
し
、
結
婚
し
母
と
な
る
。
涙
と
笑
い

と
感
動
の
渦
と
と
も
に
、
前
向
き
に
力
強

く
生
き
て
い
き
た
い
…
と
改
め
て
思
わ
せ

る
永
遠
の
名
作
で
す
。

こ
の
頃
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
で
気
に

な
る
こ
と
。
そ
れ
は
学
年
が
進
め
ば
進
む

ほ
ど
、
図
書
室
か
ら
足
が
遠
ざ
か
る
の
で

す
。
理
由
は
、「
読
み
た
い
本
が
な
い
か

ら
。」
だ
そ
う
で
す
。
何
千
冊
も
蔵
書
が

あ
る
図
書
室
な
の
に
、
も
っ
た
い
な
い
な

ぁ
と
思
い
ま
す
。
気
軽
に
読
め
る
文
庫
本

も
い
い
け
れ
ど
、
何
十
年
以
上
も
前
か
ら

読
み
継
が
れ
て
き
た
名
作
も
ぜ
ひ
手
に
取

っ
て
読
ん
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。

次
は
子
ど
も
た
ち
が
「
大
好
き
な
場
所

Ｎ
ｏ
．
１
」
と
い
う
上
郷
小
の
図
書
室
を

す
て
き
に
整
備
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
江

村
か
お
る
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
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た
め
ら
わ
ず

知
ら
せ
て
つ
な
ぐ

命
の
輪

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
。

　

上
記
の
図
で
示
し
た
と
お
り
、
児
童
虐
待
の

件
数
は
、
全
国
で
は
毎
年
増
加
し
て
い
ま
す
。

新
潟
県
を
見
る
と
、
２
年
連
続
で
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
昨
年
度
は
こ
れ
ま
で
で
３
番
目
の
多

さ
で
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い

ま
す
。

　

津
南
町
を
管
轄
し
て
い
る
南
魚
沼
児
童
相
談

所
に
お
い
て
も
、
新
潟
県
と
同
様
に
高
水
準
で

推
移
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
、
子
ど
も
の
虐
待
は
自
分
に
関
係
の

な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
今
や
、あ
な
た
の
身
の
回
り
で
も
、

実
際
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
の

で
す
。

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
は
、
自
分
か
ら

「
助
け
て
」
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
大
人
の
目
で

気
づ
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
地
域
・

社
会
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
虐
待
を

防
止
す
る
意
識
を
一
人
ひ
と
り
が
持
ち
、
行
動

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
地
域
全
体
で
子

育
て
家
庭
を
温
か
く
見
守
り
、
あ
い
さ
つ
や
手

伝
い
す
る
な
ど
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
相
談
機
関
に
連
絡
す
る
こ
と
は
、
子
ど

も
と
そ
の
親
に
手
を
差
し
伸
べ
る
行
為
で
す
。

子
ど
も
の
様
子

・
傷
や
ア
ザ
が
不
自
然
に
つ
い
て
い
る

・
い
つ
見
て
も
服
装
や
身
体
が
不
潔

・
あ
ま
り
笑
わ
な
い

・
感
情
を
出
さ
な
い

・
暴
力
的
な
行
動
が
目
立
つ

・
夜
間
で
も
家
の
外
に
い
る

・
夜
遅
く
ま
で
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い

保
護
者
の
様
子

・
幼
い
子
ど
も
を
残
し
た
ま
ま
、
頻
繁

に
外
出
す
る

・
子
ど
も
が
重
い
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て

い
る
の
に
医
者
に
診
せ
な
い

・
子
ど
も
を
過
剰
に
し
か
る
・
の
の
し
る

・
近
所
や
地
域
で
孤
立
し
て
い
る

家
庭
の
様
子

・
子
ど
も
の
異
常
な
泣
き
声
が
聞
こ
え
る

・
親
の
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
る

・
何
か
を
投
げ
つ
け
る
音
が
す
る

・
子
ど
も
の
姿
を
め
っ
た
に
見
か
け
な
い

こんな様子はありませんか？　―虐待のサイン―

虐待かもと思ったらすぐにお電話をください。
連絡は匿名で行うことも可能です。連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

児童相談所全国共通ダイヤル　0570－ 064－ 000
児童相談所や町の窓口では、子育てに関する相談を受け付けています。
出産や子育てで気になることがあったら、相談窓口にご連絡ください。

南 魚 沼 児 童 相 談 所　　０２５－７７０－２４００
津南町福祉保健課健康班　　０２５－７６５－３１１４

児童相談所における虐待相談件数の推移
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毘び　

沙し
ゃ　

門も
ん　

天て
ん

毘
沙
門
天
と
い
う
と
、
私
は
陣
場
下
集
落
で

祀
ら
れ
て
い
る
神
社
の
「
毘
沙
門
天
」
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
。
福
の
神
と
し
て
の
七
福
神
の
な

か
で
甲
冑
を
身
に
付
け
た
「
毘
沙
門
天
」
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

南
魚
沼
市
の
石
仏
探
訪
の
折
、
毘
沙
門
天
は

も
と
も
と
イ
ン
ド
に
お
け
る
ヒ
ン
ズ
ー
の
軍
神

ク
ー
ベ
ラ
が
、
仏
教
界
で
四
天
王
の
一
人
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
、
多
聞
天
と
し
て
取
り
入
れ

ら
れ
ま
す
。
そ
の
仏
が
単
独
で
祀
ら
れ
る
場
合

に
、
日
本
で
は
、
毘
沙
門
天
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
神
で
あ
る
と
、
南
魚
沼
市
の
毘
沙
門

天
神
社
前
で
友
人
に
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

四
天
王
と
い
い
ま
す
と
東
方
の
守
護
神
で
あ

る
持
国
天
、
西
方
の
広
目
天
、
南
方
の
増
長
天
、

そ
し
て
北
方
の
守
護
神
が

多
聞
天
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
天
王
の
な
か
で
最
強
の

神
と
い
わ
れ
ま
す
。

な
ぜ
、
多
聞
天
が
最
強

の
神
で
北
方
の
守
護
神
か

と
い
い
ま
す
と
、
古
代
イ

ン
ド
で
は
北
方
か
ら
の
侵

略
が
多
か
っ
た
の
が
要
因

で
、
北
方
の
守
護
神
と
し

て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
説
く
研
究
者
の
図
書

も
あ
り
ま
し
た
。

石
仏
の
毘
沙
門
天
の
像
容
は
、
一い
ち

面め
ん

二に

臂ひ

で

忿ふ
ん

怒ぬ

の
顔
で
甲
冑
を
着
け
左
手
に
宝
塔
を
か
か

げ
、
右
手
に
は
宝
棒
か
鉾
を
握
っ
て
い
ま
す
。

足
下
に
邪
鬼
を
踏
み
つ
け
て
い
る
も
の
が
一
般

的
で
あ
る
と
、
石
仏
研
究
の
先
達
か
ら
教
え
ら

れ
、
三み
つ
ま
た
ほ
こ

叉
鉾
を
持
つ
毘
沙
門
天
の
写
真
を
見
せ

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

先
達
の
お
話
で
す
と
、
木
像
の
毘
沙
門
天
は

左
手
に
宝
塔
を
持
ち
、
右
手
に
剣
を
と
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。
彩
色
さ
れ
て
い
る
も
の
に

は
、
体
は
青
黒
色
の
も
の
や
黄
金
、
濃
い
肌
色

な
ど
で
着
色
さ
れ
、
甲
冑
な
ど
は
さ
ま
ざ
ま
に

彩
色
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

本
場
韓
国
の
自
家
製
キ
ム
チ
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
ト
リ
ッ
ク 

オ
ア 

ト
リ
ー
ト
」

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
で
大
行
進

毘沙門天門柱

津南町　陣場下

　

自
宅
か
ら
持
ち
寄
っ
た
白
菜
で
、
韓
国
キ
ム

チ
漬
け
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

初
め
て
の
方
も
先
生
か
ら
親
切
、
丁
寧
に
教

え
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

事
前
に
白
菜
を
塩
漬
け
し
て
持
参
い
た
だ
き

ま
す
の
で
申
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
詳
し
い
内

容
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

■
日　

時　

平
成
26
年
12
月
３
日
㈬

　
　
　
　
　

午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で

■
会　

場　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費　
（
一
般
）
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
会
員
）
チ
ケ
ッ
ト
＋
５
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク

　
　
　
　
　

塩
漬
け
し
た
白
菜
、
大
根
１
本

　
　
　
　
　

長
ネ
ギ
３
本
、
ビ
ニ
ー
ル
手
袋

■
締
切
り　

11
月
26
日
㈬　

先
着
20
名

■
問
合
せ　

Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局

　
　
　
　
　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー
内

　

今
年
で
３
回
目
と
な
っ
た
Ｔ
ａ
ｐ
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
は
１
６
７
名
と
過
去
最
高
の
仮

装
行
列
で
大
行
進
し
ま
し
た
。「
ト
リ
ッ
ク
オ

ア
ト
リ
ー
ト
」「
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
の

声
の
か
け
あ
い
と
共
に
、
お
や
つ
を
も
ら
っ
た

参
加
者
は
に
っ
こ
り
笑
顔
に
。
来
年
も
た
く

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
各
社
様
に
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

210
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最
近
た
る
ん
で
き
た
な
と
思
っ
た
ら

５
病
棟
看
護
師
長
　
　
広
瀬
　
陽
子

最
近
ど
う
も
ま
ぶ
た
が
重
い
し
、目
が
開
け
づ

ら
い
し
…
気
付
く
と
細
目
に
な
っ
て
い
る
。

年
を
取
る
と
ま
ぶ
た
の
た
る
み
が
起
こ
る
も
の
。

ハ
ー
ド
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
長
時
間
使
用
し

て
い
る
人
や
パ
ソ
コ
ン
等
で
目
を
酷
使
し
て
い
る

人
、ア
レ
ル
ギ
ー
で
目
を
こ
す
る
人
に
は
特
に
起

こ
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

眼
筋（
目
の
ま
わ
り
の
筋
肉
）を
鍛
え
る
簡
単
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。

・
目
が
疲
れ
た
時
10
秒
ほ
ど
き
つ
く
ま
ぶ
た
を
つ

む
る
。

・
眼
球
を
上
下
左
右
に
動
か
す
。

・
顔
を
動
か
さ
ず
に
目
の
動
き
だ
け
で
、
で
き
る

だ
け
広
い
範
囲
を
見
渡
し
ま
す
。

・
近
く
の
も
の
と
遠
く
の
も
の
に
交
互
に
目
の
焦

点
を
合
わ
せ
る
。

そ
し
て
「
老
け
」
と
言
え
ば
「
口
元
」
か
ら

や
っ
て
く
る
の
で
す
。
口
元
に
自
信
が
で
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

・
口
内
の
内
側
か
ら
舌
を
使
っ
て
ほ
う
れ
い
線
を

上
下
に
５
秒
か
け
て
５
回
な
ぞ
り
、
終
わ
っ
た

ら
反
対
側
を
な
ぞ
る
。（
３
セ
ッ
ト
）

・
前
歯
と
唇
の
間
に
舌
を
入
れ
て
時
計
回
り
に
４

回
な
ぞ
る
。

・
片
方
の
頬
を
５
秒
間
膨
ら
ま
せ
全
体
で
３
回
膨

ら
ま
せ
る
。（
反
対
側
も
）

１
日
１
回
で
十
分
！

顔
の
た
る
み
は
老
け
た
印
象
を
与
え
が
ち
で
す
。

１
日
１
分
～
２
分
の
集
中
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
若
返

り
を
。笑
顔
ス
マ
イ
ル
。

＜実施された行事＞
〔10月〕
	 23日	 新潟県町村議長会正副議長・各委員長・局長研修会
	 31日	 津南町農業委員会農林大臣表彰祝賀会
〔11月〕
	 1日	 上郷小学校50周年記念式典
	 5日	 全員協議会
	 7日	 新潟県町村自治に関する研修会
	 7日	 新潟県町村議会議長会自治懇談会
	 9日	 外丸小学校閉校記念式典
	 12日	 所管勉強会（総文福祉常任委員会）
	12～13日	 町村議長全国大会

	 16日	 中津小学校閉校記念式典
	 17日	 産業建設常任委員会
	 19日	 飯山新駅視察
	 19日	 全員協議会

＜今後予定されている行事＞
〔11月〕
	 25日	 平成27年度建策要望事項提出
〔12月〕
	 1日	 一般質問締切
	 3日	 議会運営委員会
	 3日	 全員協議会
	10～12日	 第4回津南町議会定例会開会
	 16日	 十日町地域広域事務組合臨時議会

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただ
いたかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）

 4700日 藤ノ木キミ（堂平）
 4300日 中村チエ子（堂平）
 1500日 和久井かつ子（大割野）
 500日 渡辺秀子（正面）
 400日 磯部昌一（割野）
 300日 村山文子（押付）、清水政利（大割野）
 200日 涌井キシ（割野）
 100日 樋口アヤ（船山）

主な運動：トレッキング、ラジオ体操、ウォーキング、健骨体操他

健康体力づくり100日運動

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

全
額
納
付
し
た
場
合
よ
り
将
来
受
け

取
れ
る
年
金
額
が
減
り
ま
す
が
、
未

納
だ
っ
た
場
合
と
比
べ
る
と
、
年
金

額
や
受
給
資
格
の
審
査
な
ど
で
大
き

な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い

て
は
、
10
年
以
内
な
ら
ば
追
納
し
て

満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

免
除
申
請
で
き
る
期
間
は
、

未
来
…
申
請
の
翌
年
６
月
ま
で

過
去
…
申
請
の
２
年
１
ヵ
月
前
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　

免
除
の
申
請
を
す
る
に
は
、
役
場

の
窓
口
や
年
金
事
務
所
で
申
請
書
や

添
付
書
類
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
添
付
書
類
は
、
免
除
を
申
請

す
る
期
間
な
ど
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働

省
と
協
力
し
て
、
毎
年
11
月
を
「
ね

ん
き
ん
月
間
」
と
位
置
付
け
、
公
的

年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
の
普
及
・
啓
発
活
動

を
行
い
ま
す
。
主
な
活
動
と
し
て
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

■
年
金
相
談
の
窓
口
と
し
て
全
国
各

地
で
「
出
張
年
金
相
談
」
の
開
設

■
大
学
・
高
校
な
ど
の
教
育
機
関
や

事
業
所
等
へ
出
向
い
て
の
年
金
セ

ミ
ナ
ー
や
年
金
制
度　
　

説
明
会

の
開
催
…
な
ど

　

ま
た
、今
年
か
ら
11
月
30
日
を「
年

金
の
日
」
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
月
11
月
30
日
㈰
は
、「
週
末
相

談
日
」
と
し
て
年
金
事
務
所
が
開
所

し
ま
す
。
開
所
時
間
は
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
税
務
町
民
課
町
民
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
、

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
11
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」、

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」で
す
。
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ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！
メンバー募集中

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）
　℡765ー 5511

　

正
面
ケ
原
Ｄ
遺
跡
は
、
新
潟
県
で
最
も
古
い

お
よ
そ
３
万
年
以
上
前
の
人
類
の
痕
跡
が
発
見

さ
れ
た
遺
跡
で
す
。
信
濃
川
右
岸
の
正
面
段
丘

面
に
位
置
し
、
お
よ
そ
2.9
万
年
前
に
降
り
積

も
っ
た
と
さ
れ
る
姶
良
丹
沢
火
山
灰
層
よ
り
も

下
層
か
ら
、
刃
の
部
分
を
磨
い
た
局
部
磨
製
石

斧
と
い
う
石
斧
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
石
器
が
出

土
し
て
い
ま
す
。

ジ
オ
サ
イ
ト
№
７

正
面
ヶ
原
Ｄ
遺
跡（
新
潟
県
最
古
）

　

こ
の
遺
跡
は
発
掘
調
査
後
、盛
土
保
存
さ
れ
、

現
在
は
水
田
と
な
っ
て
い
ま
す
。
出
土
し
た
石

器
は
、
津
南
町
歴
史
民
俗
資
料
館
と
農
と
縄
文

の
体
験
実
習
館
な
じ
ょ
も
ん
に
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

発掘の様子

出土した石器　上段：ナイフ形石器、下段：斧形石器

しあわせ♡応援隊から

を込めて
愛

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。『
し
あ
わ
せ
♡
応

援
隊
』
の
福
原
で
す
。

さ
て
、
早
い
も
の
で
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ

と
一
ヶ
月
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
今
年
一
年
で
、
異
性
・
同
性
・
老

若
男
女
問
わ
ず
、
新
た
に
何
人
の
方
々
に
出
会

え
ま
し
た
か
？

私
は
昔
、
神
奈
川
県
川
崎
市
に
住
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
様
々
な
人
た
ち
と
出
会
い
、
今

で
も
交
流
し
て
い
る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。津

南
に
戻
っ
て
き
て
来
年
で
二
十
年
。
ふ
る

さ
と
津
南
町
に
は
、
い
ま
だ
顔
見
知
り
で
な
い

人
も
大
勢
い
る
な
か
、
遠
く
離
れ
た
川
崎
の
地

で
は
、
も
し
か
し
た
ら
一
生
顔
を
合
わ
せ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
人
た
ち
と
知
り

合
い
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
い
や
は
や
出
会
い

と
い
う
も
の
は
不
思
議
な
も
の
で
す
ね
。

訪
れ
た
そ
の
土
地
、
出
か
け
た
イ
ベ
ン
ト
、

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
人
が
集
ま
る
と
こ
ろ

に
は
必
ず
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
出
会
い
が
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
、
考
え

も
し
な
か
っ
た
新
た
な
出
会
い
に
繋
が
る
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
あ
る
懇
親
会
の
席
で
意
気
投
合
し

た
人
と
話
を
し
て
い
た
ら
、
そ
の
方
の
娘
さ
ん

が
同
じ
大
学
の
後
輩
だ
っ
た
。
そ
の
後
会
っ
て

み
る
こ
と
に
な
っ
た
…
。
共
通
イ
ベ
ン
ト
で

知
り
合
っ
た
友
だ
ち
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た

ら
、
そ
の
子
の
お
兄
さ
ん
が
今
ま
で
気
に
も
留

め
て
い
な
か
っ
た
同
じ
会
社
の
先
輩
だ
っ
た
…

（
笑
）、
な
ん
て
出
会
い
。

多
少
変
な
妄
想
が
入
り
ま
し
た
が
、
し
か
し

こ
れ
ら
の
よ
う
に
人
と
人
が
出
会
う
と
い
う
こ

と
は
そ
こ
に
新
た
な
人
と
の
繋
が
り
が
生
ま
れ

る
も
の
で
す
。

普
段
の
何
気
な
い
人
と
人
と
の
繋
が
り
の
中

で
『
未
来
の
パ
ー
ト
ナ
ー
』
は
実
は
案
外
そ
ば

に
い
る
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
（
笑
）。

今
後
も
私
た
ち
『
し
あ
わ
せ
♡
応
援
隊
』
は

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
『
出
会
い
』
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
『
し
あ
わ
せ
♡
応
援

隊
』
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
に
つ
い
て
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

し
あ
わ
せ
♡
応
援
隊　

福
原
茂
宝
（
大
割
野
）

出
会
い
を
つ
な
げ
る

　
　
　
　
　
　
　『
出
会
い
』

ぜひ実物を
見に来てください！

昔の人はどうやってこの
石器を作ったのかなぁ？

芦ヶ崎小学校１年トリオ  左／宮﨑茂
も

市
いち

さん  中／滝沢天
てん

花
か

さん  右／鈴木煌
こうゆう

悠さん



戸 籍 の 窓

■人口10,405（−12）　男5,072（−4）　女5,333（−8）

■世帯数3,595（1）　■転入／ 12　■転出／ 9　■出生／ 2　■死亡／ 17　■婚姻／ 611月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●なじょもんクリスマス展
　12月6日㈯～ 12月25日㈭　入館料：無料
　クリスマスをテーマとした手作り作品の展示会を開催いた

します。

　6日午前10時からのレセプションでは、出展者に作品の紹介

をしていただきます。どなたでもご参加いただけますので、お

気軽にお越しください。

　また、出展作品の募集もしております。詳しくは、なじょも

んへお問合せください。

　応募締切　12月5日㈮　

●津南學講座
　「郷土津南を楽しく学ぶ」をテーマに、津南學講座
を開催いたします。
　会場／なじょもん研修室　受講料／無料
11月29日㈯　13：30 ～ 15：00
　「縄文人のお供え物―沖ノ原遺跡のクッキ－状炭
　　化物をめぐって―」
　講師　中村耕作
12月13日㈯　13：30 ～ 15：00
　「苗場山麓の地形・地質―苗場山山頂から信濃川・千曲川まで―」
　講師　長谷川裕彦
12月20日㈯　13：30 ～ 15：00
　「中世の市河氏と津南町」
　講師　村石正行

昨年のクリスマス展の様子

津南学講座(6/28)の様子

予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります12月 【なじょもん☎765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

6日㈯ 13：30〜15：30 和紙の年賀状づくり 800 低学年から

7日㈰ 10：00〜12：00 注連縄づくり 800 中学年から

7日㈰ 13：30〜15：30 注連縄づくり 800 中学年から

13日㈯ 10：00〜12：00 そば打ち 800 中学年から

14日㈰ 13：30〜15：30 アンギン編み 1,000 中学年から

20日㈯ 13：30〜15：30 ろうそくのランタンづくり 1,000 高学年から

21日㈰ 13：30〜15：30 和紙のあかり 1,000 中学年から

※友の会の皆さんは半額です。

　

町
の
情
報
発
信
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
就
任
し
て
い

た
だ
い
た
津
南
町
在
住
の

「
フ
ジ
ノ
ケ
ン
」氏
に
今
月

号
か
ら
広
報
紙
に
つ
い
て

も
い
ろ
い
ろ
と
助
言
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が「
も
く
じ
」

ペ
ー
ジ
で
す
。今
ま
で
は
表

紙
を
開
い
て
す
ぐ
に
特
集

の
ペ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、ま
ず
は
全
体
構
成

を
眺
め
な
が
ら
、一
息
つ
け

る
ペ
ー
ジ
を
作
り
ま
し
た
。

　

こ
う
や
っ
て
改
め
て
全

体
を
眺
め
る
と
、い
ろ
い
ろ

な
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、特

集
だ
け
で
は
な
く
、そ
の
一

つ
ひ
と
つ
に
お
も
し
ろ
い

こ
と
、た
め
に
な
る
こ
と
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
み
な
さ
ん
の
心
に
響

く
よ
う
な
記
事
を
た
く
さ

ん
載
せ
ら
れ
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
ま
す
。

齋 　トミヨさん	（87歳・陣場下）
橋野　イチさん	 （93歳・子種）
鈴木　ハツさん	 （98歳・船山新田）
磯部　隆さん	 （53歳・割野）

大口　正實さん	 （78歳・米原）
宮内　マサヨさん	（86歳・船山新田）
藤田　閣藏さん	 （91歳・正面）
村山　トクさん	 （96歳・割野）
小林　義一さん	 （94歳・割野）
風巻　トイさん	 （72歳・大割野）
桑原　公夫さん	 （58歳・割野）

髙橋　真人さん（辰ノ口）
岡田　夏実さん（妙高市） ｝
涌井　航平さん（割野）
中澤　温子さん（上段） ｝
山田　匠さん（陣場下）
櫻井　結希さん（東京都） ｝
佐々木和也さん（十日町市）
久保田　愛さん（越手） ｝
中沢　淳さん（越手）
野口真樹子さん（埼玉県） ｝
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真　

大
根
と
柿
を
干
し
て
い
る
と
い

え
ば
、昔
か
ら
ど
の
家
庭
で
も
見
て
き
た「
変
わ

ら
な
い
風
景
」の
一つ
で
す
ね
。遠
く
の
山
は
白
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。冬
支
度
は
お
済
み
で
す
か
？


